
 

- 97 - 

 

  

 

グローバル化社会における高大接続のありかた 

－ＩＢ教育と探究型学力育成を通じて、これからの大学入試を考える－ 
 

  

八 木   誠（立命館宇治中学・高等学校）  

 

  

１．はじめに 

１－１．教育界におけるグローバル化の大波 

教育再生実行会議が 2013年５月 28日に第三次提

言「これからの大学教育等の在り方について」を発

表し、その第一の柱として、「グローバル化に対応

した教育環境づくり」を掲げた。表題の通り、主に

大学の国際化、留学生の増大が中心ではあるが、初

等中等教育段階のグローバル化についても明記がな

された。特に、グローバル・リーダーを育成する先

進的な高校「スーパーグローバルハイスクール」

(SGH)の指定は、単なる高校生の留学体験の促進で

はなく、『幅広い教養や問題解決力等の国際的素養

の育成』とあるように、国際社会で生き抜く力を持

った人材育成に大きくシフトしてきた。 

また同提言では、『国は、国際バカロレア(ＩＢ)

認定校について、一部日本語によるディプロマ・プ

ログラム(ＤＰ)の開発・導入を進め、大幅な増加（16 

校→200 校）を図る。』とあるように、これまで到

底不可能と考えられてきたＩＢ校 200校計画を現実

に近づけ、国際的な教育課程を通じた競争力育成に

歩みを進めている。 

 

１－２．立命館宇治中高の紹介 

筆者の勤務校である立命館宇治中学校・高等学校

におけるＩＢ教育に関する沿革を述べると、2003年

度より、文科省からスーパーイングリッシュランゲ

ージハイスクール（SELHi）の指定を２期６年に亘

って受け、イマージョン教育の拡充の経験を基盤に、

高校２～３年において国際バカロレア(ＩＢ)のディ

プロマ・プログラム(ＤＰ)の実施を決断。2009年秋

にＩＢ World School の認定を受け、2010年 4月より

ＳＥＬコースＡＩＰプログラム（現在はＩＢコース

に改称）においてＩＢＤＰを開始した。2014年３月

に、ＩＢＤＰ３期生を卒業させる。この３年間で、

ＩＢコース生 28 名のうち、23 名がＩＢディプロマ

を取得。２期生にはディプロマ試験で 45点満点を獲

得する生徒もいた。 

2003年４月に開校した、併設校の立命館宇治中学

校でも、開校当初から、理科と数学において、海外

現地校からの帰国生徒を対象としたイマージョン授

業を展開。当初は日本語での授業に徐々に順応する

ためのソフトランディングを目的としていたが、高

校のＩＢＤＰ開始に伴い、ＩＰＳ（International 

Preparatory Stream）と称し、高校でＩＢコースに進

学するためのプログラムに進化させた。2014年度よ

り、数学と理科に加え、社会もＩＰＳプログラムに

導入する。それにより、ＩＰＳプログラムを選択す

ることで、週 33時間の授業のうち、「英語」の授業

も含めると 18～19 時間の授業を英語で受講するこ

とになる。 

これにより、中学３年間のＩＰＳ、高校ＩＢコー

ス１年４月～12月の pre-ＩＢを経て、高校１年の 1

月から高校３年の 11 月までＩＢＤＰを実施すると

いう、６年一貫のＩＢ教育モデルを確立した。 

 

１－３．国際バカロレアをめぐる情勢 

冒頭に述べた教育再生実行会議の第三次提言に

あった日本語ＤＰの導入に向けて、国際バカロレ

ア・デュアルランゲージ・ディプロマ連絡協議会（略

称：日本語ＤＰ連絡協議会）が設立された。 

日本語でのＤＰの実施が可能になったといえど

も、一部の科目（Physics など）は英語での実施が

必須であることや、日本語での実施が可能な科目で
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あっても用いる教材をどうするか、ＩＢ校の認定を

受けるための学校施設充実の問題など、人的にも物

的にもまだまだハードルは高い。同協議会は、日本

語ＤＰに関心を持つ高等学校などの情報共有、連携

を図る場として活用されることになるだろう。 

 

１－４．探究型学力、21世紀型スキルとは 

関西大学は、2010年４月に附属小学校「関西大学

初等部」を開校した。同校は、これからの時代を生

きるための確かな学力の柱として、「思考力の育成」

を据えている。思考力の育成により、解を待つので

はなく、積極的に社会の問題を追究し、解決するた

めに行動を起こせる子どもを生み出すと考えている

からである。 

「21世紀型スキル」という言葉は教育界にかなり

浸透しつつある。グローバル社会を生き抜くために

必要とされる能力であり、具体的には、批判的思考

力・問題解決能力・コミュニケーション能力・コラ

ボレーション能力・自立的に学習する力などが含ま

れる。関西大学初等部の見据える 21世紀を生き抜く

力と共通している。 

また、ＩＢには、学習者像（learner profile）が掲

げられており、21世紀型スキルと同様、国際社会を

生き抜くために求められる人間像が示されている。 

立命館宇治中学校・高等学校では、このＩＢ 

learner profileを踏まえ、『究』Inquirers、『考』Thinkers、

『挑』Risk-takers などの具体的な 10 項目を挙げて

「理想とする人間像」を明確に定めている。 

この理想とする人間像の第一に掲げている、『究』

Inquirers－探究する人－を育成すべく、立命館宇治

中学校・高等学校では『探究型学力』の醸成を通じ、

世界に通用する人材育成を目標としている。すべて

の教科において、論文作成やディベート、調査・実

験・分析・発表などの機会を積極的につくり、生徒

の能動的な学びを促進している。 

 

本稿では、探究型学力や、批判的思考力などの 21

世紀型スキルを身に付けた高校生が、どのようにし

て進路を選択し、大学へと進学し、世界へと羽ばた

いていけるのか。そのあるべき形を見出してみたい。 

 

２．大学入試制度をめぐる情勢 

２－１．入試統一試験の展望 

教育再生実行会議は、2013年 10月 31日に、「高

等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の

在り方について」（第四次提言）を発表した。 

現在、大学入試センター試験が大学入試の統一試

験として実施されているが、数年前からそのあり方

について議論が繰り返されてきた。 

北海道大学の佐々木隆生教授を代表として実施

が検討されてきた「高大接続テスト（仮称）」は、

「高等学校学習到達度テスト(仮称)」を経て、第四

次提言では「達成度テスト(仮称)（基礎レベル・発

展レベル）」として提案されている。提案の詳細は

省略するが、特に発展レベルのものは、その結果を

レベルに応じて段階別に示すことにより、知識偏重

の１点刻みの選抜からの脱却を図るとともに、言語

運用能力、数理論理力・分析力、問題解決能力等を

測る問題の開発も検討されている。 

 

２－２．ＩＢディプロマと日本の大学入試 

旧来、ＩＢディプロマは、日本の大学受験に際し

ては、学校教育法施行規則第 150条により、高等学

校卒業と同等の資格として扱われてきた。しかし、

ディプロマ試験のスコアが大学入学選抜に使われる

ことはなかった。 

しかし、前述の教育再生実行会議第四次提言に

は、「大学は、入学者選抜において国際バカロレア

資格及びその成績の積極的な活用を図る」と明記さ

れた。現時点では岡山大学など数校の大学において、

ＩＢディプロマ試験のスコアが用いられるようにな

ってきた。 

横浜市立大学では、ディプロマのスコアは用いな

いもののＩＢＤＰの教育課程を受けてきたことを当

該受験生の能力を担保するものとして扱っている。 

 

２－３．主要大学のＩＢに対する姿勢 

ＩＢディプロマを活用した入試は、国公立大学に

おいては前項の岡山大学や横浜市立大学や、大阪大

学などが実施しているものの、その他の大学はその
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ような活用には至っていない。そこで、主要な国公

立大学の入試担当者にその動向について調査した。 

結論から述べると、ほとんどの大学が手探り状態

であった。東京工業大や一橋大などでは、今後の情

勢に応じて前向きに検討する姿勢だが、東京外国語

大、九州大、名古屋大などでは、未だに検討段階に

もないようであった（調査時期が 2013 年７月～10

月であり、現段階ではその方針が転換されている可

能性もあることをご留意いただきたい）。 

一方、広島大学は非常に積極的で、前述の日本語

ＤＰ連絡協議会にも、国立大学として唯一の参加で

ある。入試担当者にうかがった折にも、特に理科系

の学部がＩＢに興味を持っているようであり、日本

の学習指導要領とＩＢの教育課程の隔たりを埋める

という課題はあるものの、非常に前向きな姿勢であ

った。 

 

３．これから求められる大学入試選抜制度 

３－１．東京大学の大改革 

東京大学が、2016年度入試から現行の後期日程試

験を廃止し、代わりに推薦試験を導入することは、

先日報道をにぎわせたばかりである。 

副学長の佐藤氏によれば、東京大学が推薦入試に

よって受け入れたい学生は、端的に言って、受験秀

才ではないタイプの学生である。ペーパーテストが

成立する大前提は、「問いは誰かが与えるもの」「問

いには必ず正解がある」のだが、大学の学問研究は、

「問いは自分で立てるもの」「正解はあるかないか

分からない」である。 

東京大学に合格することをゴールと考えるので

はなく、東京大学に入学した後でいかなる学問研究

をやるかを高校生の段階で考え、目的意識が明確で

あることを確かめるべく、推薦入試の導入を決断し

たという。 

ただ、大学入試センター試験の成績を合否判断に

加えるのは、不幸な事態発生を防止するための措置

に他ならない、とも述べており、基礎学力の担保に

センター試験を用いることからは未だ脱することは

できていない。 

 

３－２．京都大学の特色入試 

本校(立命館宇治)のＩＢを統括する国際教育担

当教頭に、京都大学から講師依頼が届いた。京都大

学教育学部の教員を対象とする「特色入試研究会」

にて、ＩＢの取り組みについて、教育課程の特徴や

生徒の学習成果について話をしてほしい、というも

のであった。 

京都大学は、2012 年６月 22 日に、「高大接続型

特色入試の導入に向けて検討を開始した」との総長

声明を発表し、2016年度入試より特色入試を実施す

ることが明らかになった。 

京都大学の特色入試は、文科省の定める「大学入

学者選抜実施要項」にある、いわゆる推薦入試とは

若干異なり、またアドミッションズオフィス(ＡＯ)

入試とも異なる。具体的には、必要な基礎学力を把

握する検査を行い、また調査書を補う出身高校の校

長作成の「学業活動報告書(仮称)」も書類審査の対

象とする。 

個別の学科試験が現状通りなのだが、高校３年間

の学業の修得における行動と成果を詳しく記載する

学業活動報告書は、その生徒の学習意欲や多面的な

学力を知ることのできるものであろう。また、京都

大学の個別学力検査は、単なる知識を問うのではな

く、思考の過程を大事にする記述式のものである。 

東北大学高等教育開発推進センターは、現在の入

試におけるペーパーテストについて、次のように述

べている。「入試で問われるべきことは、ある程度

新奇な状況への適応能力である。常に新たな工夫を

しながら、高校教育における到達度を問うことを目

指した作題にもとづく大問形式の入学試験、それが

入学者選抜の中心になることが、結局のところ、試

験の教育的機能を考慮して、現時点において最善に

近い方法であるということになるのではなかろう

か。」 

京都大学が、本校のＩＢの取り組みについての話

を聞きたいということは、高校での学業活動として、

ＩＢをどのように扱っていくかの検討を開始しよう

としていると推察される。そう考えると、京都大学

の特色入試は、個別学力検査で思考力、論理力とと

もにさまざまな場面への適応能力も測ることがで
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き、なおかつ学業活動報告書では学習履歴を知るこ

とにより生徒の多面的能力把握が可能となる。 

現在の日本における大学入試選抜の手法として

は、京都大学の特色入試が、最も理想的な方法なの

ではないだろうか。 

 

４．最後に 

４－１．大学入試を超えた、求められる改革 

今、日本の教育界に求められているのは、大学入

試のありかたを改革することである。その目的は、

中等教育の現場での教育のありかたを、知識偏重型、

受動的学習の姿から、探究型学力や 21世紀型スキル

の育成、能動的な学習意欲の醸成にシフトすること

にある。ただ本稿では、さらに次の段階の改革に歩

みを進めたい。 

たとえ、大学入試制度が大きな変革を迎えても、

それに伴って中等教育の現場での教育が劇的な変化

を迎えても、その関門を突破した受験生の学ぶ環境

が旧来通りであれば、改革の意味を成さない。世界

に名だたる日本の大学であっても、その講義形態は、

相変わらずの大講義室でのスクール形式の一斉講義

になっているのではなかろうか。 

教育再生実行会議の第三次提言「これからの大学

教育等の在り方について」には、「大学のグローバ

ル化の遅れは危機的状況にあります。」とはっきり

書かれている。同提言の第３の柱、『学生を鍛え上

げ社会に送り出す教育機能を強化する』ことは、現

在の高等教育に極めて不足しているのではないだろ

うか。その具体的な内容として、『課題発見・探求

能力、実行力といった「社会人基礎力」や「基礎的・

汎用的能力」などの社会人として必要な能力を有す

る人材を育成するため、学生の能動的な活動を取り

入れた授業や学習法（アクティブラーニング）、双

方向の授業展開など教育方法の質的転換を図る。』

といった方策が提案されている。 

大学入試改革、中等教育改革を経て、レジャーラ

ンド化から大学が脱する高等教育改革を、切に願う

ばかりである。 
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